
図2：グループ署名の特徴

　日常生活の中で、契約書・同意書などに押印・署名
する機会が多々あります。インターネット上でデジタ
ルデータを利用するにあたっても、本人の意思表示
やデータの作成者の保証等のニーズは、物理的な紙
面と同様にあります。これを実現する代表的なセキュ
リティ技術が「デジタル署名」であり、私たちは何気
ない日常生活の中で知らぬ間に、これを活用してい
ます。例えば、オンラインサービスを利用する際、アク
セスしたアドレスが本物のサービス提供者によるも
のであるかの確認のため、この技術が使われていま
す。図1は、「sun.ac.jp」が実際に長崎県立大学のド
メインであることを保証する、デジタル署名を用いた
証明書の画面です。また近年、FIDO（Fast Identity 
Online）・パスキーと呼ばれるパスワードなしでオン
ラインサービスにログインできる仕組みが普及し始
めていますが、この仕組みの中でも利用されていま
す。すなわち、デジタル署名は、インターネット上の本
人保証のための必須技術です。
　一方で、世界標準のデジタル署名は、量子コン
ピュータが完成すると、容易に偽造できてしまうこと
が知られています。そのため、米国国立標準技術研究
所は量子コンピュータに耐性のある次世代署名の標
準化を現在進めています。

　また、デジタル署名の機能は年々進化しており、単
なる本人保証の機能にとどまらず、多くの機能を有
する「多機能署名」と呼ばれる技術が研究されてきて
います。例えば、個人ではなく団体を保証する、いわば

「代表印」をデジタルデータに対し施すことができる
「グループ署名」と呼ばれる技術もその一種です。そ
の特徴は図2の通りです。
　以上の背景から、現在次の観点で研究しています。
●量子コンピュータに耐性のある多機能署名の設計
●実社会で利用されているデジタル署名の理論的安
全性評価

●デジタル署名の応用

シーボルト校
研究紹介

Vol.42

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

デジタルデータに「署名」を
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図1：sun.ac.jpの証明書
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■ほほえみ号巡回予定日（火曜日・土曜日）●休館日
※大雨などにより、巡回ができない場合があります。
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図 書 館 だ よ り
vol.420

☎883-1799　FAX883-7222　
開館時間：10時～18時　
ホームページ https://www.nagayolib.jp/

長与町図書館 パソコンや携帯、スマートフォンから資料の検索や
予約ができます。 電話・FAX での予約もできます。

◎閲覧室・多目的室の利用について
持ち込み学習をする方には閲覧室（パソコン持ち込みの場合は
多目的室）をご利用いただきます。ご利用の際は１階カウンター
でお申し込みになり、図書館指定の座席をご利用ください。

◎夏の読書コンクール課題図書の貸出について
読書感想文や感想画のコンクール課題図書を揃えています。夏
休み期間中は対象学年の方にのみ1人1冊1週間の貸出です。

◎図書館の資料を大切に扱いましょう
高温になる所に本やCD等を置いていませんか？
本が反ったり、ディスクが傷みやすくなります。日があたるとこ
ろや車の中に放置しないよう ご配慮願います。

今月の特集展示 ※正面玄関入口近くに設けています。

お知らせ

NEW 新しく入った本

がんばれ！アスリート
大人向け

さかな・魚・サカナ
児童向け

イベント名 日 時・場所
おはなし会
（3歳～）
※予約不要

時
所
毎週土曜日11時～（20分程度）
１階児童書畳コーナー

ぴよちゃん 
おはなし会
（0～2歳）
※予約不要

時 8月7日㊌・21日㊌
9月4日㊌･18日㊌
①11時～　②14時～（20分程度）
１階児童書畳コーナー所

イベント情報 ※中止になる場合もあるため、
　ホームページ等でご確認ください

NEW 新着図書

『なんどでも生まれる』　彩瀬　まる／著　ポプラ社
『笑う森』　　　　　　荻原　浩／著　新潮社
『町なか番外地』　小野寺　史宜／著　ポプラ社
『愚か者の石』　　　河崎　秋子／著　小学館
『詐欺師と詐欺師』　川瀬　七緒／著　中央公論新社
『控えよ小十郎』　佐藤　巖太郎／著　講談社
『告白撃』　  住野　よる／著　KADOKAWA
『ルーマーズ俗』　堂場　瞬一／著　河出書房新社
『最後の甲賀忍者』　土橋　章宏／著　角川春樹事務所
『こんなふうに、暮らしと人を書いてきた』　大平　一枝／著　平凡社
『国道沿いで、だいじょうぶ 100 回』　岸田　奈美／著　小学館
『「不適切」ってなんだっけ』　高橋　源一郎／著　毎日新聞出版
『六十路通過道中』　群　ようこ／著　集英社

新刊の寿命が法律で定められ
た世界の話など、本をテーマ
にしたSF短編集。

「ビブリオフォリア・ラプソディ」
高野　史緒／著　講談社

北海道を舞台に、アイヌ紋様
デザイナーの赤城ミワに関
わった5人の人物の視点から
描いた連作短編集。

「谷から来た女」
桜木　紫乃／著　文藝春秋
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